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上勝町第三セクターの状況
　第三セクター５社の平成26年度（平成26年４月１日～平成27年３月31日）の決算が各社株

主総会により承認され、６月定例議会にて経営状況の報告がありました。

　平成26年度は⑭ウインズと⑭いろどりの２社が黒字となりました。

　平成27年度も依然経営環境は厳しい状況が予想されますが、生き残りをかけて各社の役職

員一同が目標、課題に対し知恵を絞り、地域に根ざした会社となるための鋭意努力が求めら

れております。

　今後におきましても、経営状況を検証し改善方策を検討してまいりますので、引き続き、

住民の皆様並びに株主の皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。

⑭上勝バイオ

344,000千円

50

72人（37人）

● 椎茸人工ホダ木の生
産販売

● 菌床椎茸の生産販売

　菌床椎茸のホダ木を
生産し各農家へ納入、
生産指導する。
　椎茸生産の中核施設
で自らも生椎茸を生産
販売している。

社長　影 山 久 士

常　勤　3人
非常勤　7人

上勝町 6,608株

（96%）

JA東とくしま
 97.6株

㈱徳島銀行
 80株

森林組合他
 94.4株

資 本 金

株 主 数

社員（内臨時等）

業 務 内 容

特 徴

代表取締役

役 員 数
(監査役を含む)

構 成 員

創立または
創業年月日

⑭かみかついっきゅう

80,000千円

168

22人（14人）

● 都市農村交流センター・
月の宿の管理運営

● キャンプ場・テニスコー
トなどの管理運営

　町の観光施設などの
管理運営を主体として
いる。
　都市と農村の交流拠
点施設、地域食材を使
った料理が自慢。

社長　美 馬 由 実

常　勤　3人
非常勤　6人

上勝町
 1,070株

（67%）

㈱徳島銀行
 76株

徳島魚類㈲
 20株

その他
 434株

⑭ウインズ

36,000千円

24

10人

● 国土調査、一般測量、
設計コンサルタント

　国土調査のソフト面、
地域の話し合いから一
般の測量設計、町づく
りコンサルタントまで
の若者の雇用創出と今
後の成果が期待されて
いる。

社長　菊 本 喜 一

常　勤　2人
非常勤　7人

上勝町
 525株

（73%）

光設計㈱
 64株

㈱徳島銀行
 36株

㈱アーバンプロジェクト他

95株

⑭もくさん

99,900千円

27

5人（2人）

● 木材の加工販売
● 建築工事の請負並び

に企画設計管理・林
業労働者の確保

　国産材の需要開発か
ら製材加工、住宅建設
エクステリア製品、土
木用資材などの生産販
売。
　林業労働者の確保。

社長　笠 松 和 市

常　勤　2人
非常勤　8人

上勝町
 1,440株

（72%）

㈱徳島銀行
 95株

北島建設㈱
 60株

その他
 403株

⑭いろどり

10,000千円

2

6人（1人）

350,357,524平成26年度
売上総額（単位：円）

169,640,322 115,200,000 104,542,609 58,510,708

● 農産物の企画販売
● 情報システムソフト

ウェアの開発・販売

　個性ある上勝農産物
を安定した価格で販売
できるように企画情報
発信に売り込みと情報
ネットワークシステム
の確立。

社長　横 石 知 二

常　勤　2人
非常勤　7人

上勝町
 140株

（70%）

㈱いろどり
 60株

売 上 総 額

当 期 利 益

法 人 税 等

前期末残高
繰越利益剰余金

当期末残高
繰越利益剰余金

長期借入金

総 資 産

純 資 産

平成27年３月末日現在

上勝町第三セクターの状況

会社名
項目

（単位：円）平成26年度決算状況（平成26年４月1日〜平成27年３月31日）

350,357,524

△54,782,388

1,505,357

△197,885,633

△252,668,021

20,000,000

177,648,030

90,952,807

169,640,322

△9,923,061

179,869

△45,649,103

△55,572,164

3,000,000

47,048,592

24,427,836

115,200,000

12,729,125

5,400,667

34,715,909

47,445,034

−

112,966,443

83,445,034

104,542,609

△1,798,015

180,000

△36,995,499

△38,793,514

−

121,709,576

61,106,486

58,510,708

655,210 

69,715

32,486,270

33,141,480

−

49,164,210

32,979,040

平成３年４月12日 平成３年11月25日 平成８年４月１日 平成８年７月４日 平成11年４月２日
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新入社員と外国人技能実習生

経
営
状
況

平
成
二
十
六
年
十
月
に
上
勝
町

か
ら
二
億
六
千
万
円
資
本
注
入
し

て
い
た
だ
き
、
長
年
の
課
題
で
あ

っ
た
借
入
金
を
返
済
で
き
、
健
全

な
財
務
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
ご

理
解
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に

衷
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

消
費
者
に
よ
り
近
い
流
通
に
直

接
有
利
販
売
す
る
市
場
外
流
通
も

順
調
に
伸
び
、
全
体
量
の
六
十
％

を
越
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

販
売
面
、
資
金
面
の
諸
課
題
が

一
段
落
し
た
中
で
、
残
る
課
題
は

生
産
技
術
の
改
善
・
改
革
に
絞
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
社
外
の
専
門
家

に
よ
る
技
術
指
導
と
新
し
い
設
備

導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
集

中
的
に
前
進
さ
せ
て
経
営
の
安
定

を
実
現
さ
せ
る
予
定
で
す
。

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
概
況

今
年
度
は
消
費
税
増
税
に
は
じ

ま
り
、
夏
ご
ろ
ま
で
買
い
控
え
が

あ
り
ま
し
た
が
、
一
部
大
企
業
は

好
況
と
有
効
求
人
倍
率
の
高
推
移

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
い
た
け
市

況
は
横
ば
い
状
況
で
き
び
し
い
一

年
で
し
た
。

今
年
度
の
最
大
の
問
題
点
は
、

”黒
カ
ビ
菌
汚
染

“
に
よ

る
不
良
ホ
ダ
が
八
万
本
以

上
大
量
発
生
し
た
こ
と
で

す
。さ

ら
に
昨
年
ほ
ど
で
は

な
い
が
、
夏
場
の

”傘
部

黒
ず
み

“
と
夏
冬
場
の

”小

型
化

“
も
完
全
解
決
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
が
起
因
し
て
五
千
万
円

以
上
の
差
損
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
問
題
解
決
に

当
り
、
社
内
技
術
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
外
部
の
知
見
を
集
め

て
早
期
解
決
を
図
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
元
カ
ネ
ボ
ウ
の
技
術
者
と

種
菌
会
社
森
産
業
系
の
技
術
者
二

名
に
技
術
指
導
を
お
願
い
し
十
月

と
三
月
か
ら
毎
月
数
日
来
社
さ
れ
、

幹
部
や
現
場
担
当
者
に
指
導
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
最
も
問
題

の

”黒
カ
ビ
菌
汚
染

“
は
原
因
と

対
策
が
見
通
せ
る
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

下
半
期
の
市
場
外
流
通
は
、
販

売
量
で
六
十
三
％
、
販
売
額
で
七

十
二
％
と
な
り
、
売
上
・
利
益
増

に
一
千
三
百
万
円
貢
献
し
ま
し
た
。

﹁
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
し
い
た
け
﹂
を

め
ざ
す
栽
培
実
証
実
験
と
販
路
開

拓
を
実
行
し
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

機
関
Ｊ
Ｏ
Ｎ
Ａ
の
講
習
や
申
請
準

備
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

年
度
末
に
町
議
会
で
﹁
画
像
選

別
機
﹂
導
入
が
可
決
さ
れ
、
来
年

度
早
期
に
設
置
し
、
パ
ッ
ク
工
程

の
省
力
化
が
進
む
予
定
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
の

運
営
方
針
と
見
通
し

今
年
度
は
売
上
高
四
億
五
千
万

円
、
最
終
利
益
高
一
千
七
百
万
円
、

菌
床
製
造
百
四
十
六
万
本
、
し
い

た
け
販
売
量
五
百
四
ト
ン
を
め
ざ

し
ま
す
。

経
営
状
況
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
﹃
基
本
技
術
力
の
向
上
﹄

を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。
実
施
ポ

イ
ン
ト
は
①
一
貫
し
た
、
し
い
た

け
生
産
技
術
力
の
向
上
、
②
新
技

術
の
導
入
、
③
技
術
を
裏
付
け
る

体
制
づ
く
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。

①
は
、
長
年
取
り
組
ん
で
き
た

﹁
カ
ネ
ボ
ウ
方
式
﹂
の
見
直
し
、

さ
ら
に
技
術
指
導
い
た
だ
い
て
い

る
森
産
業
方
式
の
長
所
を
取
り
入

れ
る
実
証
実
験
を
お
こ
な
い
、
両

者
の
よ
い
と
こ
ろ
集
約
し
た

”上

勝
方
式

“
を
創
り
出
し
ま
す
。
ま

た
﹁
画
像
選
別
機
﹂
導
入
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
を
実
現
し
ま
す
。

②
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

﹁
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
し
い
た
け
﹂
栽
培

の
実
証
実
験
を
積
み
重
ね
、
通
年

の
収
穫
量
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

森
産
業
方
式
の
導
入
や
省
エ
ネ
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

③
は
、
技
術
指
導
者
お
二
人
に

各
部
門
の
管
理
・
監
督
職
・
現
場

担
当
者
の
技
術
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
、
懸
案
で
あ
る
品
質
管
理
や

技
術
開
発
が
で
き
る
技
術
要
員
の

雇
用
を
促
進
し
ま
す
。

以
上
の
方
針
か
ら
、
今
年
度
の

重
点
施
策
は
主
に
八
の
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
、
売
上
高
増
強
目
標
六

千
九
百
万
円
、
利
益
高
増
強
目
標

八
千
七
百
万
円
を
め
ざ
し
ま
す
。

①
”黒
カ
ビ
菌
汚
染
“問
題
の
解
決

製
造
現
場
の
除
菌
が
抜
本
策
で

あ
り
着
実
に
実
行
し
ま
す
。
同
時

に
軽
微
汚
染
ホ
ダ
は
、
継
続
培
養
・

栽
培
し
、処
分
ホ
ダ
を
減
ら
し
ま
す
。

②
カ
ネ
ボ
ウ
方
式
の
見
直
し

長
年
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
カ
ネ

ボ
ウ
方
式
を
根
本
か
ら
見
直
し
、

長
所
は
残
し
、
”形

骸
化

“
”陳

腐

化
“
し
て
い
る
技
術
は
改
善
を
加

え
ま
す
。

③
森
産
業
方
式
の
実
証
実
験
と
定
着

森
菌
Ｘ
Ｒ-

１
に
最
適
の
菌
床

製
造
と
栽
培
技
術
を
技
術
指
導
者

か
ら
習
得
し
定
着
さ
せ
ま
す
。

④
﹁
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
﹂
取
得

栽
培
・
荷
造
り
・
販
売
の
認
定

を
先
行
し
、
次
に
菌
床
製
造
も
認

定
取
得
し
ま
す
。

⑤
﹁
画
像
選
別
機
﹂
に
よ
る
選
別

作
業
改
善

最
も
合
理
的
な
選
別
方
法
を
定

着
さ
せ
ま
す
。

⑥
市
場
外
流
通
の
定
着

全
量
の
六
十
五
〜
七
十
％
程
度

に
安
定
さ
せ
ま
す
。

⑦
管
理
職
・
監
督
職
の
研
修

特
に
社
外
研
修
に
力
点
を
置
き
、

他
社
技
術
の
長
所
を
取
り
入
れ
ま

す
。

⑧
提
案
制
度
づ
く
り

現
場
担
当
者
の
改
善
・
改
革
提

案
を
取
り
入
れ
、
現
場
の
実
情
に

合
っ
た
業
務
改
善
を
図
り
ま
す
。

㈱上勝
バイオ

㈱上勝
バイオ

第三セクター５社の経営状況について

代
表
取
締
役
社
長

影 

山 

久 

士
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彩恋こい鯉まつりの様子

㈱かみかつ
いっきゅう

㈱かみかつ
いっきゅう

代
表
取
締
役
社
長

美 

馬 

由 

実

平
成
二
十
六
年
度

事
業
概
況
に
つ
い
て

○

月
ヶ
谷
温
泉
交
流
施
設
部
門

月
ヶ
谷
温
泉
﹁
月
の
宿
﹂
等
の

公
共
施
設
の
管
理
運
営

○

月
ヶ
谷
温
泉
村
キ
ャ
ン
プ
場
部

門
○

受
入
委
託
部
門︵
学
校
給
食
部
︶

○

上
勝
町
西
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
部
門

の
四
部
門
で
事
業
を
展
開
い
た
し

ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度決

算
に
つ
い
て

業
績
は
、
売
上
高
が
一
六
九，

六
四
〇
千
円
︵
前
年
比
二
三，
六

二
七
千
円
減
収
︶
、
当
期
純
損
失

九，
九
二
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

売
上
高
の
内
訳

月
ヶ
谷
交
流
施
設
部
門
で
は
、

宴
会
食
事
売
上
が
二
〇，
六
四
七

千
円
、
宿
泊
食
事 

二
〇，
五
八
二

千
円
、
食
堂
食
事 

二
五，
〇
七
〇

千
円
、
入
浴
、
宿
泊
、
飲
み
物
等
、

の
全
部
門
計
で
前
年
比
八
六
％
の

減
収
と
な
り
ま
し
た
。
売
上
増
強

目
標
二
八，
〇
〇
〇
千
円
を
目
標
に
、

実
績
一
八，
四
七
〇
千
円
の
達
成

で
し
た
。
地
域
資
源
・
薬
草
を
活

か
し
た
各
種
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
、
薬
草
加
工
食
品
の
販

売
や
顧
客
管
理
情
報
活
用
・
新
集

客
商
品
の
開
発
販
売
で
は
、一
一，

七
〇
九
千
円
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

独
自
サ
ー
ビ
ス

町
内
外
へ
の
一
般
貸
切
旅
客
運

送
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

●

結
婚
式
の
実
施

●

棚
田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
企
画

●

貸
切
風
呂
サ
ー
ビ
ス

●

各
種
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
催

棚
田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
町
内
外

他
組
織
と
の
連
携
に
よ
り
、
本
年

だ
け
で
な
く
、
今
後
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

損
益
の
内
訳

四
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
の
影

響
を
受
け
、
七
月
と
二
月
以
外
の

各
月
で
売
上
が
減
少
し
ま
し
た
。

と
く
に
、
八
月
の
繁
忙
期
に
二
度

の
台
風
に
よ
り
、
宿
泊
キ
ャ
ン
セ

ル
、
キ
ャ
ン
プ
場
テ
ン
ト
区
域
使

用
不
可
の
状
況
下
で
売
上
前
年
比

▲
四，
六
八
〇
千
円
の
減
収
や
、
年

末
の
大
雪
で
の
降
雪
に
加
え
て
入

浴
客
・
食
堂
の
利
用
客
の
減
少
が

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

販
売
管
理
費
で
は
、
八，
九
二
三
千

円
の
減
額
︵
人
件
費
が
六，
〇
九
六

千
円
、
経
費
二，
八
二
七
千
円
︶
に

留
ま
り
ま
し
た
。
販
売
管
理
費
の

減
額
よ
り
、
売
上
の
落
ち
込
み
が

大
き
く
、
当
期
損
益
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
の
営
業
基
本

方
針
及
び
営
業
計
画
見
通
し

①
地
域
資
源
︵
薬
草
︶
を
活
か
し

た
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

販
売
及
び
健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ

ー
や
加
工
品
の
販
売

②
顧
客
情
報
の
管
理
と
活
用

③
場
面
に
対
応
し
た
基
本
的
な
接

客
技
術
の
取
得

④
新
集
客
商
品
の
開
発
販
売

⑤
他
組
織
体
と
の
連
携

⑥
販
売
管
理
費
の
軽
減

⑦
月
ヶ
谷
温
泉
の
魅
力
化
へ
の
施
策

⑧
月
ヶ
谷
温
泉
村
の
い
ろ
ど
り
か

お
る
景
観
・
環
境
づ
く
り

︵
基
本
計
画
の
樹
立
︶

平
成
二
十
七
年
度
売
上
目
標
額

一
九
一，
七
〇
二
千
円
に
、
販
売
管

理
費
の
軽
減
四，
〇
〇
〇
千
円
の

削
減
を
果
た
し
て
財
務
体
質
強
化

を
図
り
、
皆
様
か
ら
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。

当
社
に
お
け
る

今
後
の
課
題
・
取
組
み

平
成
二
十
六
年
度
は
地
域
・
薬

草
の
食
材
を
お
客
様
の
要
望
に
沿

っ
て
提
供
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
て

参
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
好
評

を
得
た
も
の
の
、

宴
会
客
の
増
加
に

は
つ
な
が
ら
な
い

状
況
で
あ
り
ま
し

た
。
二
十
七
年
度

は
全
国
の
薬
学
部

教
授
と
も
連
携
を

と
り
、
健
康
セ
ミ

ナ
ー
・
交
流
会
を

通
し
て
全
国
へ
発

信
、
売
上
増
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、﹁
上

勝
町
交
流
促
進
事

業
委
託
業
務
﹂
を
受
託
い
た
ま
し

た
。
視
察
受
付
・
案
内
、
各
事
業

所
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
宿

泊
・
食
事
へ
と
営
業
を
行
い
、
売

上
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

株
主
各
位
・
町
民
各
位
に
は
引
き

続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま

す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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受 注 先

上　勝　町

うち国土調査

徳　島　県

民　　　間

合　　　計

112,200,000円

112,200,000円

2,780,000円

220,000円

115,200,000円

97.40％

97.40％

2.41％

0.19％

受注額（税抜き） 構成比

平成26年度の業務受注状況

 新技術を使用しての観測（GNSS 測量）

㈱ウインズ㈱ウインズ

第三セクター５社の経営状況について

代
表
取
締
役
社
長

菊 

本 

喜 

一

平
成
二
十
六
年
度
の

事
業
概
況
に
つ
い
て

○

当
社
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て平
成
二
十
六
年
度
は
、
企
業
業

績
と
投
資
者
心
理
の
両
方
が
改
善

し
、
株
価
が
上
昇
し
ま
し
た
。
完

全
失
業
率
、
有
効
求
人
倍
率
か
ら

見
る
雇
用
情
勢
も
改
善
方
向
に
向

か
い
、
景
気
は
回
復
基
調
に
あ
る

と
み
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
個
人
消

費
は
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み

需
要
に
よ
り
急
増
し
、
増
税
後
に

急
減
し
、
そ
の
後
、
緩
や
か
に
回

復
し
た
も
の
の
、
低
調
に
推
移
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後

は
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
、
若
者

の
雇
用
の
増
大
と
安
定
化
、
地
方

の
需
要
拡
大
等
の
総
合
的
な
経
済

政
策
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
﹁
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
﹂
の
目
指
す
と
こ
ろ

で
あ
る
以
上
、
そ
う
し
た
経
済
政

策
が
と
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。平

成
二
十
六
年
度
の
公
共
投
資

は
前
年
度
と
比
較
す
る
と
若
干
減

少
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
高

水
準
で
推
移
し
ま
し
た
。

○

平
成
二
十
六
年
度
の
業
務
受
注

状
況
に
つ
い
て

①
国
土
調
査
事
業
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
は
藤
川
地
区
、

福
原
地
区
、
旭
地
区
の
三
地
区
の

調
査
及
び
測
量
業
務
の
委
託
を
受

け
ま
し
た
。

三
地
区
合
わ
せ
て
六
・
〇
七
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
作
業
面
積
と

な
り
ま
し
た
。

②
国
土
調
査
事
業
以
外
の
業
務
に

つ
い
て

徳
島
県
か
ら
地
す
べ
り
設
計
業

務
を
一
件
受
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、

民
間
の
事
業
者
か
ら
測
量
業
務
を

一
件
受
注
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
の

決
算
内
容
に
つ
い
て

︵
金
額
は
税
抜
き
︶

○

業
務
受
注
額
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
の
当
社
の
業

務
受
注
額
の
総
額
は
一
億
一
千
五

百
二
十
万
円
と
な
り
、
平
成
二
十

五
年
度
実
績
の
八
千
九
百
八
十
八

万
七
千
円
に
対
し
て
二
千
五
百
万

円
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。

主
力
業
務
で
あ
る
国
土
調
査
事

業
は
前
年
よ
り
三
千
万
円
ほ
ど
増

加
の
一
億
一
千
二
百
二
十
万
円
︵
対

前
年
度
比
百
二
十
八
％
︶
と
大
幅

な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

国
土
調
査
事
業
以
外
の
業
務
の

受
注
額
は
、
前
年
度
よ
り
五
百
万

円
ほ
ど
減
少
の
三
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

昨
年
度
は
十
二
月
に
大
雪
に
見

舞
わ
れ
、
そ
の
後
も
降
雪
が
相
次

ぎ
、
積
雪
の
為
に
現
場
で
の
作
業

に
困
難
を
き
た
し
ま
し
た
が
、
従

業
員
の
努
力
に
よ
り
、
悪
条
件
の

中
で
も
業
務
を
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

○

損
益
に
つ
い
て

損
益
面
で
は
、
営
業
利
益
一
千

七
百
十
九
万
円
、
経
常
利
益
一
千

八
百
十
四
万
円
と
な
り
、
税
引
き

後
の
最
終
利
益
と
し
て
一
千
二
百

七
十
二
万
円
を
確
保
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
の
基
本
方
針

及
び
営
業
計
画
・
見
通
し

昨
年
十
二
月
の
衆
議
院
議
員
選

挙
の
結
果
を
受
け
、
﹁
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
﹂
は
継
続
さ
れ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
公
共
投
資
の
水
準
は
維
持

さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
、
当
社
に
お

い
て
も
、
昨

年
度
と
同
程

度
の
業
務
受

注
額
を
予
想

し
て
い
ま
す
。

本
年
も
効
率

的
に
業
務
を

こ
な
し
、
利

益
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

当
社
に
於
け
る

今
後
の
課
題
・
取
り
組
み

本
年
度
も
主
力
業
務
で
あ
る
国

土
調
査
事
業
に
力
を
注
ぎ
、
事
業

の
完
遂
を
目
指
し
て
邁
進
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
方
々
に
は
ご
協
力
を

い
た
だ
く
事
も
多
々
有
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
と
同
様
に
新
し

い
測
量
技
術
の
習
得
に
努
め
、
社

業
の
発
展
を
図
る
と
と
も
に
測
量
・

設
計
を
通
じ
て
地
域
の
発
展
に
貢

献
出
来
る
企
業
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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鳴門ヴォルテスロード枕木製作

喰田町単独住宅の神事

旧井岡邸 改修後の内部

太陽光発電木製架台の開発、施工中写真

太陽光発蓄電・LED ＆木製標識の開発

LED を組み合わせた木製緊急避難誘導路の開発施工

 

﹁
平
成
二
十
六
年
度︵
第
十
九
期
︶

事
業
決
算
の
概
要
﹂

町
民
皆
様
に
は
日
頃
当
社
の
運

営
に
何
か
と
ご
支
援
賜
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

消
費
税
が
五
％
か
ら
八
％
に
上
り
、

需
用
減
少
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
国
・
県
・
町
の
平
成
二
十
五

年
度
補
正
予
算
の
二
十
六
年
度
繰

越
事
業
に
恵
ま
れ
、
当
社
は
徳
島

県
地
域
材
新
規
用
途
導
入
支
援
事

業
、
上
勝
町
林
道
看
板
整
備
、
民

間
事
業
所
か
ら
の
神
山
森
林
公
園

関
係
、
徳
島
県
の
鳴
門
ヴ
ォ
ル
テ

ス
ロ
ー
ド
の
枕
木
な
ど
を
受
注
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
総

売
上
一
億
四
五
四
万
円
の
五
十
三

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

又
、
古
民
家
改
修
工
事
で
は
、

温
泉
上
の
旧
井
岡
邸
改
修
工
事
を

施
工
、
︵
後
に
宿
泊
施
設
完
備
の

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
業
︶、

喰
田
町
単
独
住
宅
新
築
工
事
に
つ

い
て
は
、
一
月
着
工
し
ま
し
た
が
、

繰
り
越
し
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
期
の
売
り
上
げ
に
計
上
せ
ず
来

期
の
売
り
あ
げ
と
な
り
ま
し
た
。

第
十
九
期
は
、
こ
れ
ら
の
受
注

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
売
り

上
げ
目
標
、
一
億
千
七
百
万
円
に

対
し
、
目
標
達
成
率
八
十
九
・
四

％
と
な
り
ま
し
た
。

乾
燥
機
ボ
イ
ラ
ー
が
老
朽
化
し

何
時
壊
れ
る
か
解
ら
な
い
状
態
と

な
り
備
品
も
製
造
し
て
い
な
い
物

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
か
ら
補
助

金
を
い
た
だ
き
、
ボ
イ
ラ
ー
一
基

と
建
て
屋
を
新
設
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
約
一
八
〇
万
円
の
損
失
と

な
り
、
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま

す
。

 

﹁
平
成
二
十
七
年
度︵
第
二
十
期
︶

経
営
方
針
﹂

今
年
は
当
社
設
立
二
十
年
と
い

う
大
き
な
節
目
で
す
。
当
社
の
経

営
を
黒
字
体
質
に
変
え
る
た
め
、

現
在
当
社
が
保
有
し
て
い
る
資
産

売
却
等
に
よ
り
、
固
定
経
費
を
で

き
る
限
り
少
な
く
し
て
、
会
社
経

営
を
継
続
で
き
る
方
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

新
し
い
事
業
に
も
挑
戦
す
る
べ

く
、
林
業
事
業
体
登
録
の
継
続
と

一
般
土
木
事
業
の
県
知
事
許
可
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
事
業
受
託
に

向
け
て
社
員
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。新

し
い
事
業
展
開
を
す
る
た
め

に
は
、
社
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

株
主
並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
急
速
に

進
み
、
木
材
市
況
が
低
迷
し
て
い

る
こ
と
か
ら
何
か
と
ご
心
配
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
格
別

の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

㈱もくさん㈱もくさん

代
表
取
締
役
社
長

笠 

松 

和 

市
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海外輸出展示会

海外輸出商談

インターンシップ

第三セクター５社の経営状況について

㈱いろどり㈱いろどり

代
表
取
締
役
社
長

横 

石 

知 

二

平
成
二
十
六
年
度
の

事
業
概
要
に
つ
い
て

会
社
設
立
十
六
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
全
国
的
に
過
疎
化
が
進
ん

で
い
る
中
、
地
方
創
生
の
成
功
モ

デ
ル
と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、

マ
ス
コ
ミ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
色
々
な

つ
な
が
り
が
で
き
特
産
品
の
販
売

や
交
流
人
口
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
会
社
の
方
針
で
あ
る
特
産
品

の
販
売
拡
大
、
後
継
者
育
成
へ
と

つ
な
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
応
募
者
も
多
く

卒
業
生
が
現
在
ま
で
で
五
百
四
十

八
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
上
勝
応
援
ス
タ
ッ
フ
が
生
ま
れ

東
京
販
売
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り
、

青
空
市
場
を
中
心
に
活
躍
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
の

決
算
に
つ
い
て

六
十
五
万
円
と
わ
ず
か
な
が
ら

昨
年
に
続
き
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
全
体
的
に
は
、
上
勝
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
と
情
報
の
利
活
用
に

よ
り
他
産
地
に
比
べ
て
上
勝
産
が

極
端
に
高
単
価
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん
に
大
変

喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
の
基
本
方
針

及
び
営
業
計
画
・
見
通
し

基
本
方
針

①
後
継
者
対
策

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
主

体
と
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
空
間
づ
く

り
。町

内
農
家
・
企
業
と
連
携
し
、

上
勝
に
移
住
・
定
住
を
希
望
す
る

人
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
む
。

②
上
勝
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上

葉
っ
ぱ
ブ
ラ
ン
ド
を
主
軸
と
し

た
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
組
み
立
て
、

上
勝
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
目
指

す
。
町
内
の
新
た
な
個
性
化
商
品

の
開
発
。
上
勝
町
が
進
め
る
﹁
彩

山
構
想
﹂
と
連
携
し
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
更
な
る
磨
き
を
か
け
て
い

く
。

③
上
勝
の
特
産
品
の
開
発
と
宣
伝

販
売

平
成
二
十
五
年
、
和
食
︵
日
本
人

の
伝
統
的
な
食
文
化
︶
が
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

海
外
市
場
に
お
い
て
和
食
に
対
す

る
関
心
と
評
価
が
高
ま
り
つ
つ
あ

り
、
更
に
円
安
等
の
社
会
情
勢
が

追
い
風
と
な
る
中
、
こ
れ
を
好
機

と
し
て
特
産
品
の
海
外
展
開
を
目

指
す
。
ま
た
海
外
展
開
に
よ
っ
て

商
品
の
知
名
度
を
高
め
、
国
内
需

要
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
相
乗
効

果
に
つ
な
げ
て
い
く
。
青
空
市
場

を
中
心
に
東
京
販
売
体
制
を
確
立

す
る
。

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
た
仕
組
み

づ
く
り

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
っ
た
仕
組
み
の
精
度
を
よ
り

高
め
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
提

供
し
生
産
意
欲
の
喚
起
に
つ
な
が

る
よ
う
に
取
り
組
む
。
必
要
な
時

に
、
必
要
な
も
の
を
必
要

な
と
こ
ろ
へ
と
い
う
仕
組

み
を
徹
底
し
て
構
築
し
て

い
く
。

⑤
マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し
た

需
要
拡
大

商
品
の
用
途
や
レ
シ
ピ

を
積
極
的
に
提
案
す
る
こ

と
。
原
産
地
名
等
の
情
報

が
消
費
者
の
判
断
基
準
と

な
る
中
、
マ
ス
コ
ミ
を
活

用
し
大
手
企
業
や
料
理
店

等
の
底
辺
の
需
要
拡
大
に

取
り
組
む
。

今
後
の
課
題
、
取
り
組
み

少
子
高
齢
化
が
進
む
上
勝
町
に

お
い
て
、
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
、

所
得
を
上
げ
て
い
く
こ
と
、
後
継

者
を
育
て
る
こ
と
が
大
き
な
課
題

で
す
。
課
題
解
決
に
向
け
て
上
勝

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
海
外
へ
の
展

開
、
若
者
の
定
住
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
農
家
さ

ん
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

全
力
投
球
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
町
民
皆
様
の
、
ご
支
援
、

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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協力隊協力隊おこし地 域 活動報告

ありがとうございました！スペンサー先生！またね!!ありがとうございました！スペンサー先生！またね!!ありがとうございました！スペンサー先生！またね!!
　上勝とお別れの時が来ました。この２年間はあっという間に過ぎてしまい

ました。上勝では色んな経験をさせてもらいましたので、離れるのは寂しい

です。この２年間で一生の思い出が作れました。

　周りで支えてくれた方々の優しさに心から感謝しています。皆様のおかげ

で楽しくて素敵な時間を過ごせました。本当にありがとうございました。

　また、お会いしましょう。　　　　　　　　　　　ベッツ・スペンサー

協
力
隊  

百 

野 

大 

地

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
連
日

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
お
身

体
等
お
変
わ
り
な
い
で
し
ょ
う

か
？日

頃
は
、
協
力
隊
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

台
風
や
長
雨
が
続
く
中
、
町

内
の
あ
ち
こ
ち
で
お
茶
摘
み
が

始
ま
り
、
上
勝
に
夏
が
来
た
な

と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。
私
も
、

時
間
の
空
い
た
時
に
は
、
何
軒

か
の
農
家
さ
ん
宅
に
お
茶
摘
み

に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
年
は
六
月
一
日
に
放
送
さ

れ
た
、
﹁
主
治
医
が
見
つ
か
る

診
療
所
﹂
で
上
勝
の
晩
茶
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
一
気

に
晩
茶
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し

た
。
い
ろ
ど
り
晩
茶
生
産
組
合

で
も
全
国
か
ら
晩
茶
の
注
文
が

殺
到
し
、
生
産
を
大
き
く
上
回

る
ほ
ど
の
反
響
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

整
腸
作
用
の
ほ
か
に
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
の
緩
和
や
糖
尿
病
予
防

な
ど
様
々
な
効
能
が
、
大
学
の

先
生
な
ど
の
研
究
に
よ
り
解
明

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
研

究
結
果
は
先
日
ミ
ラ
ノ
万
博
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
︵
ラ
ジ
オ
︶

な
ど
で
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
ま
す
ま
す
、
晩
茶
の
需
要

が
高
ま
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

現
在
で
も
、
﹁
品
切
れ
﹂
状
態

で
生
産
量
を
増
や
し
て
い
き
た

い
で
す
が
、
そ
う
簡
単
で
は
な

い
で
す
ね
。
茶
摘
み
の
手
間
や
、

生
産
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
な
ど
、
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
ひ
と
つ
ず

つ
ク
リ
ア
し
て
農
家
さ
ん
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え
て

い
け
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま

す
。

上
勝
町
体
育
協
会
主
催

恒
例
の
各
種
団
体
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
七
月
十
三
日
、
十
四
日
の
二
日

間
、
福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
五
チ
ー

ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
齢
に
関
係
な
く
多
数
の
方
が
参
加

し
、
各
チ
ー
ム
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
目

を
見
張
る
よ
う
な
好
プ
レ
ー
等
、
白
熱

し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

見
事
に
打
線
が
つ
な
が
っ
た
﹁
藤
川

若
衆
の
会
﹂
が
優
勝
し
ま
し
た
。

各
種
団
体
別

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

優勝した藤川若衆の会（ふじかわわかいしのかい）カローリング体験教室の様子

優勝チーム
「なかよしテニスクラブ」

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室
・

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室
・

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室
が
七
月

三
日
に
旭
へ
き
地
集
会
室
で
町
内
二

十
二
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
初
め
て
ふ

れ
る
方
も
お
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ

ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
苦
戦
し
て

お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
大
会
が
七
月
十
日
に

上
勝
中
学
校
体
育
館
で

町
内
八
チ
ー
ム
︵
二
十

四
名
︶
の
参
加
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

接
戦
の
末
、﹁
な
か
よ

し
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
﹂
が

優
勝
し
ま
し
た
。
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ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ありがとうございました！スペンサー先生！またね!!ありがとうございました！スペンサー先生！またね!!
６月のごみ収集量

◎焼却ごみ

　【前月比】

　一家庭に換算すると

◎容器包装以外のプラスチック製品

　【前月比】

　一家庭に換算すると

5.64t

0.15t減

6.8kg

1.6t

0.23t増

1.9kg

引き換えは、ひだまりまで。

☎44−6080

今月の当選番号は! ! ポイントカード
作成

随時受付中！

今月の雑紙ポイントキャンペーン当選者

１等（5,000円分商品券）

　２等（2,000円分商品券）

　３等（500円分商品券）

393番

394・335番

41・102番

七
月
三
日
は
﹃
世
界
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
袋
ゼ
ロ
の
日
﹄
で
し
た
！
世
界
的

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
、
特
に
買
い
物

時
に
使
用
す
る
い
わ
ゆ
る
﹁
レ
ジ
袋
﹂

を
使
わ
な
い
で
お
こ
う
、
と
い
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

世
界
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に
取

り
組
む
団
体
が
協
賛
し
、
日
本
か
ら

は
唯
一
、︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
︶
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
主
導
で
上
勝
町

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
上
勝
町
内
の
店
舗
︵
任
意
︶

が
﹃
世
界
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
ゼ
ロ
の

日
に
協
賛
し
て
い
ま
す
﹄
と
い
う
看

板
を
置
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
レ
ジ

袋
を
使
わ
な
い
代
替
案
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

特
に
い
っ
き
ゅ
う
茶
屋
で
は
、
順

に
一
、
エ
コ
バ
ッ
ク
利
用
︵
持
参
︶

二
、
ノ
ー
レ
ジ
袋
︵
テ
ー
プ
の
み
︶

三
、
段
ボ
ー
ル
・
紙
袋
で
代
用

四
、
再
利
用
レ
ジ
袋
︵
一
度
使

用
し
た
も
の
を
再
利
用
︶

五
、
エ
コ
バ
ッ
ク
の
購
入
︵
く

る
く
る
工
房
よ
り
出
店
︶

六
、
レ
ン
タ
ル
エ
コ
バ
ッ
ク
︵
い

っ
き
ゅ
う
茶
屋
が
二
百
円

の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
で
貸
出
︶

と
い
う
多
彩
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
案

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
で
、
平

均
一
日
七
十
枚
ほ
ど
使
用
し
て
い
た

新
し
い
レ
ジ
袋
を
、
そ
の
日
は
な
ん

と
﹁
ゼ
ロ
﹂
に
す
る
こ
と
が
出
来
た

そ
う
で
す
! !

こ
の
﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
を
ゼ
ロ

に
し
よ
う
﹂
と
い
う
取
組
は
、
引
き

続
き
上
勝
町
内
で
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
日
頃
か
ら
買
い
物
用
の
マ
イ

バ
ッ
ク
を
持
ち
歩
く
、
車
に
買
い
物

か
ご
を
載
せ
て
お
く
な
ど
、
ぜ
ひ
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

杉
チ
ッ
プ
︵
生
ゴ
ミ
処
理
用
︶

価
格
改
定
の
お
知
ら
せ

消
費
税
率
の
八
％
引
き
上
げ
に
伴
う
、
杉
チ
ッ

プ
価
格
の
値
上
げ
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
九

月
よ
り
次
の
と
お
り
杉
チ
ッ
プ
の
価
格
を
改
定
い

た
し
ま
す
。

六
百
円
↓
七
百
円
︵
税
込
み
価
格
︶

販
売
店

旭

地

区

亀
井
商
店

福
原
地
区

ひ
だ
ま
り
・
福
原
商
事

正
木
地
区

鶴
居
商
店
・
前
川
商
店

ゼロ・ウェイスト推進員

中  野  智  子（傍示）

青  木  俊  英（福原）

藤  井  園  苗（福原）

上勝町ゼロ・ウェイスト推進員

町より委嘱を受けた藤井園苗さん

『世界プラスチック袋ゼロの日』に
上勝町も参加！

　NPO法人ゼロ・ウェイストアカデミーの前事務局長を

努められていた藤井園苗さん。

その経験を活かし、集落や個人宅、

事務所などへお伺いし、ごみの

分別相談、また町民の意見や課

題を町に伝えていただきます。

　藤井さんの他にも推進員は２

名います。ごみの事でお困りご

とがございましたら、推進員や

企画環境課、NPO法人ゼロ・

ウェイストアカデミーまでお問

い合わせください。

9



10

マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
る
人
は
、
全

国
で
年
間
千
〜
三
千
人
で
、
命
を

落
と
す
人
は
十
人
前
後
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
致
命
的
な
経
過
を
と

る
人
は
少
な
い
も
の
の
、
初
期
治

療
が
十
分
で
な
い
と
、
重
い
合
併

症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
る
と
、
局
所

の
激
痛
が
み
ら
れ
ま
す
。
皮
下
出

血
が
あ
ら
わ
れ
、
時
間
と
と
も
に

腫
れ
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
腫

れ
な
け
れ
ば
、
毒
は
入
っ
て
い
な

い
と
判
断
で
き
ま
す
。

噛
ま
れ
た
傷
か
ら
、
で
き
る
だ

け
毒
を
絞
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

噛
ま
れ

た
傷
よ
り

心
臓
に
少

し
近
い
と

こ
ろ
を
縛
り
ま
し
ょ
う
。
タ
オ
ル

な
ど
で
、
静
脈
の
流
れ
が
止
ま
る

程
度
に
軽
く
縛
り
ま
す
︵
き
つ
く

縛
り
す
ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
︶。

簡
単
な
処
置
が
で
き
た
ら
、直
ち

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

毒
を
少
し
で
も
体
外
へ
追
い
出

す
た
め
、
腫
れ
て
い
る
部
位
を
少

し
切
開
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

腫
れ
が
強
い
場
合
は
、
入
院
し
て

点
滴
し
な
が
ら
経
過
を
み
ま
す
。

腫
れ
の
拡
大
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
、

抗
毒
素
血
清
を
点
滴
投
与
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

﹁
マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
た
ら
、
た

だ
ち
に
血
清
を
注
射
し
て
も
ら
わ

な
い
と
い
け
な
い
﹂
と
思
っ
て
い

る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
血
清
の
投
与
は
、

﹁
最
後
の
手
段
﹂
で
あ
り
、
噛
ま

れ
て
す
ぐ
投
与
す
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
。
腫
れ
が
ひ
ど
い
場
合

に
、
入
院
し
て
経
過
を
み
て
、
重

症
化
す
る
場
合
に
投
与
さ
れ
る
も

の
で
す
︵
手
指
を
噛
ま
れ
て
上
腕

ま
で
腫
れ
が
広
が
っ
た
場
合
な
ど
︶。

血
清
を
投
与
す
る
場
合
、
重
い
副

作
用
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
血
清
は
一
生
に
一

度
し
か
投
与
で
き
ま
せ
ん
︵
二
度

目
の
投
与
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

が
強
く
起
こ
り
や
す
い
︶
。
も
し

再
び
マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
た
と
き
に

重
症
化
す
る
と
大
変
で
す
か
ら
、

血
清
の
投
与
は
重
症
者
に
限
る
べ

き
な
の
で
す
。

な
お
、
以
前
は
診
療
所
に
も
血

清
を
配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
診

療
所
で
血
清
を
投
与
す
る
可
能
性

は
な
い
た
め
、
現
在
は
配
置
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
初
期
対

応
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
た
と
き
は
、
ま

ず
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
待
し
な
い
生
き
方

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

健
康
の

に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

木

下

英

孝

207

上
勝
町
診
療
所

所
長

マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
た
ら

0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

上勝町無料電話健康相談

私
た
ち
は
毎
日
Ὶ
い
ろ
ん
な
こ
と
を
期
待

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
Ί

今
日
は
Ὶ
ど

ん
な
い
い
こ
と
が
あ
る
か
な


い
い
出
会
い

が
あ
る
と
い
い
な


美
味
し
い
も
の
を
食
べ

た
い
な

な
ん
て
Ί
期
待
す
る
こ
と
は
悪
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
Ὶ
期
待
し
す
ぎ
る

の
は
ど
う
で
し
ℹ
う
か
Ί
そ
れ
が
か
な
わ
な

か
ℕ
た
と
き
Ὶ
マ
イ
ナ
ス
に
感
じ
て
Ὶ
ガ
兊

カ
リ
し
て
し
ま
う
で
し
ℹ
う
ね
Ί

親
に
期
待
す
る
Ί
子
供
に
期
待
す
る
Ί
隣

人
に
期
待
す
る
Ί
医
療
に
期
待
す
る
Ί
社
会

保
障
に
期
待
す
る
Ί
町
に
期
待
す
る
Ί
県
に

期
待
す
る
Ί
国
に
期
待
す
る
ῼ

何
に
で
も
期
待
し
す
ぎ
る
か
ら
Ὶ
裏
切
ら

れ
た
思
い
に
な
る
の
で
す
Ί
は
な
か
ら
期
待

し
て
い
な
け
れ
ば
Ὶ
幸
運
に
も
何
か
を
得
ら

れ
た
と
き
Ὶ
と
て
も
幸
せ
に
感
じ
ら
れ
る
は

ず
で
す
Ί
う
ま
く
い
ℕ
た
ら
Ὶ
も
う
け
も
の


く
ら
い
に
考
え
る
と
良
い
よ
う
に
思
い
ま
す
Ί


期
待
し
な
い
生
き
方

と
は
Ὶ
プ
ラ
ス
思

考
の
生
き
方
で
す
Ί
良
い
こ
と
が
起
き
な
け

れ
ば
Ὶ
そ
れ
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
受

け
入
れ
Ὶ
良
い
こ
と
が
起
き
れ
ば
Ὶ
そ
の
幸

運
に
感
謝
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
き
ま
し
ℹ

う
Ί

症

　

状

自
分
で
お
こ
な
う
処
置

医
療
機
関
で
お
こ
な
う
処
置

血
清︵
抗
毒
素
血
清
︶に
つ
い
て
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一
日
の
野
菜
の
目
標
摂
取

量
は
、
三
五
〇
グ
ラ
ム

☆
子
ど
も
の
成
長
に
も

欠
か
せ
な
い
！

体
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
細
胞
が
増
え
る
こ
と
で

す
。
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
な
ど

の
た
ん
ぱ
く
質
食
品
も
必
要
で

す
が
、
食
べ
た
栄
養
が
き
ち
ん

と
脳
や
内
臓
、
筋
肉
な
ど
の
細

胞
に
な
る
た
め
に
は
、
野
菜
に

含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
︵
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
︶
が
必
要
な
の
で
す
。

︿
夏
野
菜
と
み
ょ
う
が
の

ご
ま
油
和
え
﹀

︵
一
人
分
︶

①
き
ゅ
う
り
︵
二
分
の
一
本
︶、

み
ょ
う
が
︵
一
個
︶
を
千
切

り
に
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
︵
二

個
︶
を
半
分
に
切
る
。
お
く

ら
︵
四
本
︶
を
ゆ
で
て
縦
半

分
に
切
る
。

②
ボ
ウ
ル
に
①
を
入
れ
、
ご
ま

油
︵
大
さ
じ
一
弱
︶、
塩
︵
少

々
︶、
醤
油
︵
少
々
︶、
白
ゴ

マ
︵
適
量
︶
で
和
え
る
。

平
成
二
十
七
年
度

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
に

つ
い
て

徳
島
県
で
は
、
野
菜
摂
取
不
足

の
解
消
に
向
け
て
八
月
三
十
一
日

の
野
菜
の
日
を
含
む
一
週
間
を
﹁
と

く
し
ま
野
菜
習
慣
﹂
と
定
め
て
い

ま
す
。

目
安
は

●

生
野
菜
は
両
手
三
杯
分

●

ゆ
で
た
野
菜
は
片
手
三
杯
分

野
菜
が
体
に
良
い
の
は

わ
か
っ
て
い
る
け
ど
⋯

野
菜
は
美
味
し
く
な
い
し
、
調

理
に
手
間
が
か
か
る
し
、
面
倒
⋯

と
思
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
野
菜
を
食
べ
る
と
こ

ん
な
に
良
い
こ
と
が
！

野
菜
で
得
す
る
二
つ
の
こ
と

①
ビ
タ
ミ
ン
が
と
れ
る

実
は
、
ビ
タ
ミ
ン
は
体
内
で
作

り
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
食
品
か

ら
上
手
に
摂
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
、
Ｃ
、
葉
酸

は
血
管
の
傷
み
を
修
理
し
、
血
管

の
老
化
を
防
ぎ
ま
す
。

②
食
物
繊
維
が
と
れ
る

食
物
繊
維
を
と
る
こ
と
で
、
血

糖
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を

遅
ら
せ
た
り
、
便
量
を
増
や
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
促
進
と
が
ん

の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
の
方
へ

送
付
い
た
し
ま
す
︵
八
月
十
日
頃
︶。

対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ

が
ん
検
診
を
ご
受
診
い
た
だ
き
、

健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

今
年
度
、
次
の
年
齢
を
迎
え
ら

れ
る
方
の
う
ち
、
平
成
二
十
二
〜

二
十
六
年
度
に
一
度
も
市
町
村
の

実
施
す
る
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
。

︿
乳
が
ん
検
診
﹀

四
十
一
歳
、
四
十
三
歳
、
四
十

六
歳
、
四
十
八
歳
、
五
十
一
歳
、

五
十
三
歳
、
五
十
六
歳
、
五
十

八
歳
、
六
十
一
歳

︿
子
宮
頸
が
ん
検
診
﹀

二
十
一
歳
、
二
十
三
歳
、
二
十

六
歳
、
二
十
八
歳
、
三
十
一
歳
、

三
十
三
歳
、
三
十
六
歳
、
三
十

八
歳
、
四
十
一
歳

八
月
二
十
日
㈭

︵
旭
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
︶

詳
し
く
は
広
報
六
月
号
を

ご
覧
の
上
、
お
早
め
に
住
民

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

総 

合 

健 

診

健康教室のご案内
　健やかに、幸せに暮らす『健

幸長寿』について、一緒に考

えてみませんか？

　ご近所お誘い合わせのうえ

ぜひお越しください！！

８月27日㈭
午後７時〜８時30分

場所 福原ふれあいセンター

★午後６時30分に開場します。
早く来られた方には、血圧・
血糖測定をさせていただき
ます。

★ご参加の皆様に粗品をご準
備しております。

担当：上勝町診療所職員、
自治医科大学生、保健師

八
月
三
十
日
〜
九
月
五
日
は

     

﹁
と
く
し
ま
野
菜
習
慣
﹂

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

貯 筋 教 室貯 筋 教 室

8月26日㈬ 14時〜16時

場　所 コミュニティセンター

講　師

持ち物

株本泰輔先生 参加費 500円

タオル・お茶など

　ゆっくり体をほぐし、無理のない筋
トレ体操を行います。運動不足・肩こり・
腰痛・膝の痛みのある方は、楽しく体
を動かして、筋力をつける貯筋
体操をしてみませんか？

歯の健康相談
歯科衛生士による歯やお口の相談です。

☎44−5010　IP050−3438−7872

8月5日㈬ 9時00分〜11時30分

※お電話にて上勝町診療所へ
　ご予約をお願いします。
　在宅でのご相談も受け付けます。

上勝町診療所場　所

予約制
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平
成
二
十
八
年

上
勝
町
成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て

日

時

平
成
二
十
八
年

一
月
二
日
㈯

受
付

九
時
か
ら

開
式

九
時
三
十
分
か
ら

場

所

上
勝
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対

象
平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
八
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
上
勝
中

学
校
の
卒
業
生
及
び
現
在

上
勝
町
に
在
住
の
方
。

※
対
象
者
に
は
別
途
案
内

通
知
を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
懐
か
し

い
友
人
と
の
再
会
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

上
勝
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会 

主
催

‐
元
気
ア
兊
プ
教
室
‑
の

開
催
に
つ
い
て

開
催
日

八
月
二
十
六
日
㈬

十
三
時
三
十
分
か

ら
十
五
時
ま
で

場

所

高
鉾
公
民
館
前

対

象

町
内
小
学
生

内

容

﹁
竹
馬
づ
く
り
﹂

最
近
で
は
、
竹
馬
で
遊
ぶ

こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
昔
の
子
ど
も
た
ち
は
竹

馬
で
よ
く
遊
ん
だ
も
の
で
す
。

上
勝
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
皆
さ
ん
が
竹
馬
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

も
の
づ
く
り
体
験
を
一
緒
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

準

備
運
動
の
出
来
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
着
替
え
な

ど申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

八
月
二
十
一
日
㈮
ま
で
に

教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

夏
休
み
期
間
中
、
上
勝
あ

す
な
ろ
ク
ラ
ブ
に
通
う
児
童

の
み
な
さ
ん
は
上
勝
あ
す
な

ろ
ク
ラ
ブ
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

教育委員会　☎45−0111

か
み
か
つ
棚
田
・
里
山

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
の

ご
案
内

通常ウォーキング時の筋活動

ノルディック・ウォーキング時の筋活動

健
康
増
進
に
、
公
認
講
師
に
よ
る
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

  

主

催 

か
み
か
つ
野
良
デ
ィ
ッ
ク
倶
楽

部
︵
か
み
か
つ
里
山
倶
楽
部
内
︶

  

後

援 

全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ

ー
ク
連
盟
︵
承
認
番
号G

7
0
5
3
0

︶

  

講

師 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
公

認
講
師
、
自
然
体
験N

E
A

L

リ
ー
ダ
ー
、
自
然
体
験N

E
A

L

主
任
講
師

◆
開
催
情
報
︵
定
員
・
各
二
十
名
︶

○

九
月
十
三
日
㈰

十
時
〜
十
五
時

  

共

催 

か
み
か
つ
自
然
体
験
学
習
研
究
会

  

場

所 

田
野
々
地
区

  

内

容 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
歩
幅
測
定
・
田

野
々
の
棚
田
散
策

  

参
加
費 

二
〇
〇
〇
円
︵
食
事
付
︶

○

十
月
四
日
㈰

十
時
〜
十
五
時

  

共

催 

か
み
か
つ
里
山
倶
楽
部
・
環
境

教
育
部
会

  
場

所 

千
年
の
森
ふ
れ
あ
い
館
・
高
丸
山

  
内

容 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
歩
き
方
、

高
丸
山
を
歩
く
。

  

参
加
費 
一
〇
〇
〇
円
︵
昼
食
持
参
︶

○

十
一
月
八
日
㈰

十
時
〜
十
五
時

  

共

催 

や
い
た
か
、樫
原
の
棚
田
村

  

場

所 

樫
原
地
区

  

内

容 

樫
原
の
棚
田
・
山
犬
嶽
を
散

策
、オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ー
ム

  

参
加
費 

二
〇
〇
〇
円
︵
食
事
付
︶

○

十
一
月
二
十
三
日
㈷

十
時
〜
十
五
時

  

共

催 

美
し
い
集
落
︵
谷
口
・
大
北
︶

推
進
協
議
会

  

場

所 

谷
口
・
大
北
集
落

  

内

容 

上
勝
ア
ー
ト
森
林︵
も
り
︶の
あ

が
り
は
な
・
勝
浦
川
流
域
を
歩

く
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ー
ム

  

参
加
費 

二
〇
〇
〇
円
︵
食
事
付
︶

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先

千
年
の
森
ふ
れ
あ
い
館︵
水
曜
定
休
︶

〒
七
七
一
ー

四
五
〇
二

勝
浦
郡
上
勝
町
大
字
旭
字
中
村
六
六
ー
一

☎
〇
八
八
五
ー
四
四
ー
六
六
八
〇

◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ひ
と
口
メ
モ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
は
、
水
中

歩
行
と
水
泳
の
間
の
運
動
強
度
を
持
ち
、

ヒ
ザ
へ
の
負
担
が
少
な
い
運
動
で
す
。

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
は
、

身
体
の
九
十
％
の
筋
肉
を
使
い
ま
す
。

案 内 板
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午　前
医 科

歯　　科

午　後

午　前
医 科

歯　　科

午　後

午　前
医 科

歯　　科

午　後

午　前
医 科

歯　　科

午　後

午　　後

午　　後

午　　後

13 　14　※　　12　※　

20 2119

27 2826

5 76

水 木 金

午　　後

（上勝町福原診療所）
電　話 46−0302
IP電話 050−3438−8001
FAX 46−0302医科受付　13時〜16時

月

31

火 水 木 金

午　前
医 科

歯　　科

午　後

（上勝町診療所） 電　話 44−5010
IP電話 050−3438−7872
FAX 44−5011

医科受付　8時30分〜11時30分/14時〜16時30分
歯科受付　8時30分〜11時30分/13時〜16時30分

※12日は、木下医師のみで、午後は15時からの診療となります。
※14日は、樫原医師のみで、午後は15時からの診療となります。

※12日、14日は13時から14時30分までの診療となります。

11 13 　14　※　10 　12　※　

6543 7

18 20 2117 19

25 27 2824 26

８月担当医表

木下・樫原

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

住　吉

樫　原

樫　原

木　下

木　下

木　下

木　下

休　診

樫　原

樫　原

木　下

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

木下・樫原

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

住　吉

樫　原

樫　原

木下・樫原

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

住　吉

樫　原

樫　原

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木　　下 樫　　原

樫　　原

樫　　原

樫　　原

木　　下

木　　下

木　　下

　障害者の支援、相談を受付けています。障

害者手帳の取得、補装具、住宅改修、居宅サー

ビス等どんなことでもお手伝いいたします。

お気軽にお電話ください。

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ごみステーション
廃タイヤ…１㎏まで毎に100円

家電製品……有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税

納期限 平成27年８月31日㈪

後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
国民健康保険税
固 定 資 産 税

１期分

２期分

２期分

２期分

督促状の出るもの

介 護 保 険 料
国民健康保険税

１期分

１期分

　納期限は７月31日㈮でしたが、まだ
未納の方が見受けられます。未納者には、
８月20日㈭に督促状を送付します。
　早急に納めてください。

８月20日㈭  13時〜16時30分

高鉾公民館
　家庭内・近隣との悩みごとなどお気軽に
ご相談ください。

心 配 ご と 相 談

８月22日㈯  ９時〜正午
※毎月第４土曜日９時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

８月中は休講です。
９月から新しく、イギリス人のジェイソ
ン先生になります。皆様のご参加を歓迎
いたします！！

お申し込み・お問い合わせ
教育委員会（☎45−0111）

英 会 話 教 室
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ラ
プ
ラ
ス
の
魔
女
、
鹿
の

王
上
下
、
窓
か
ら
逃
げ
た

一
〇
〇
歳
老
人
、
満
願
、

黒
書
院
の
六
兵
衛
、
犯

罪
、
罪
悪
、
火
星
に
住
む

つ
も
り
か
い
？
、
三
匹
の

お
っ
さ
ん
　
ふ
た
た
び
、

今
日
も
嫌
が
ら
せ
弁
当
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
働

か
せ
る
の
か
、
失
わ
れ
た

夜
の
歴
史
、
ア
ル
ジ
ャ
ー

ノ
ン
に
花
束
を
、
ね
こ
の

そ
ら
、
よ
る
の
か
え
り
み

ち
、
あ
ず
き
と
ぎ
　
他

新
着
図
書
の

紹
介

新
着
図
書
の

紹
介

し尿収集業務
夏季休業のお知らせ

　８月12日㈬から16日㈰まで休業、
17日㈪より通常営業します。

毎日衛生有限会社　☎42−2139

上勝町コミュニティーセンター床暖房改修工事の
ため８月１日から９月10日（予定）までの間、大ホー
ルの使用ができません。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご協力のほどよろしく
お願い致します。

上勝町コミュニティーセンター

床暖房改修工事について

再生可能エネルギー設備設置補助金
申請受付中です！

　受付期間４月１日〜12月28日㈪、ただし予算がなくなり次第、受付を終了します。

　なお、現時点において、再生可能エネルギー補助金交付要綱は、平成27年度をもって廃止

予定です。

　詳細については、企画環境課へお問い合わせください。　☎0885−46−0111

新
し
く
購
入

し
た
本
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

役
場
支
所
の
教

養
娯
楽
室
に
貸

出
用
図
書
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
︵
平
日
の

八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
の
会

議
等
で
教
養
娯
楽
室
を
使
用
し

て
い
な
い
場
合
の
み
貸
出
で
き

ま
す
︶

補助対象経費の1/4以内、又
は1kwあたり5万円のどち
らか少ない額

上限額は20万円

補助対象経費の1/4以内、又
は1kwあたり5万円のどち
らか少ない額

上限額は20万円

補助対象経費の1/4以内、又
は1kwあたり5万円のどち
らか少ない額

上限額は50万円

補助対象経費の1/4以内、又
は1kwあたり5万円のどち
らか少ない額

上限額は50万円

補助対象経費の1/3以内

１台につき
上限額は20万円

補助対象経費の1/3以内

１台につき
上限額は50万円

設置の日から
10年

設置の日から
10年

設置の日から
６年

補助対象経費の1/3以内

１台につき上限額は50万円

設置の日から
10年

小型水力発電機本体の

購入及び設置に要する経費

太陽光発電設備本体の

購入及び設置に要する経費

ペレットストーブ・薪ス
トーブ等の本体の購入
及び設置に要する経費

木質系ボイラー等本体の

購入及び設置に要する経費

補助対象経費の1/2以内

上限額は10万円

設置の日から
10年

太陽熱利用設備本体の

購入及び設置に要する経費

法 人（法人登記された団体）個　　　人
保 持 年 数補 助 対 象 経 費補助金名

補 助 金 の 額
(千円未満の端数がある場合は、その端数を切り捨てた額)

上
勝
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
促
進
事
業
補
助
金
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　ご縁談について相談会

を行っています。結婚を

希望される独身男女の

方、親御様はお気軽にご相談下さい! !

■相談日時　日曜日（午前10時～正午）

■会　場　　高鉾公民館

■相談員　　かみかつＱぴっと

　　　　　　サポーター ２名

■お問い合せ先

　かみかつＱぴっと事務局（瀬戸）

　（教育委員会内）☎45−0111

　Eメール：

kyouikuiinkai01@kamikatsu.jp

※秘密及び個人情報は固く守られます。

◎相談のご希望があり

ましたら、事前に事

務局にご連絡下さい。

来談者の方が都合が

良い日曜日に相談会

を実施いたします。

お
盆
と
言
え
ば
？

も
ち
ろ
ん
旭
お
盆
の
集
い
！

と
い
う
わ
け
で
今
年
も
ウ
キ
ウ

キ
お
祭
り
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

お
な
じ
み
の
夜
店
、
ゲ
ー
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
阿
波
踊
り
も
あ

る
よ
！
み
ん
な
で
夏
の
夜
を
思

い
切
り
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
近
所
、
ご
家
族
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

座
・
あ
さ
ひ
ス
タ
ッ
フ
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

傍
示
の
お
盆
は
今
年
も
あ
つ
〜

い
！
夏
の
ワ
ク
ワ
ク
が
ぎ
ゅ
っ
と

詰
ま
っ
た
傍
示
村
の
夏
祭
り
で
す
。

ご
近
所
・
ご
家
族
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
ね
！

皆
様
の
お
越
し
を
傍
示
名
・
傍

示
１
Ｑ
運
動
会
一
同
が
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
☆

・
ビ
ー
ル
早
飲
み
大
会

・
か
き
氷
早
食
い
大
会

・
か
ぶ
っ
て
た
た
い
て

ジ
ャ
ン
ケ
ン
Ｐ
Ｏ
Ｎ
！

・
納
涼
流
し
そ
う
め
ん

・
お
菓
子
投
げ
大
会

・
胡
蝶
連
の
阿
波
踊
り

・
花
火
大
会

お
盆
の
集
い

お
盆
の
集
い

〜
旭
お
盆
の
集
い
〜

八
月
十
三
日
㈭

午
後
五
時
三
十
分
〜

八
月
十
五
日
㈯

十
八
時
開
場

傍
示
複
合
住
宅
前
公
園

旭
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

︵
雨
天
時
は
傍
示
社
会
体
育
館
に
て
開
催
︶

︵
小
雨
決
行
︶

♪
ゲ
ー
ム

十
九
時
三
十
分
〜

♪
阿
波
踊
り 

二
十
時
三
十
分
〜

傍
示
傍
示

懐
し
い
屋
台
め
ぐ
り
も
♪

懐
し
い
屋
台
め
ぐ
り
も
♪

今年も

やります！

第
二
十
一
回

かみかつＱぴっと
結婚相談会
かみかつＱぴっと
結婚相談会

　俳優の火野正平さんが視聴者からのお便りをもとに

旅をする番組です。９月21日㈪から９月25日㈮に徳島

県からの放送が予定されています。

こころの風景とエピソード大募集
　皆さまの心にある何気ない風景、思い出の風景、忘

れられない風景、みんなに伝えたい風景、音の記憶と

重なる情景をエピソードを添えて応募してください。

  応募方法

①番組ＨＰから http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

へアクセス

②FAXから 03-3465-1327 へ送信

③お便りで〒150-8001 NHK「こころ旅」係へ送付

役場産業課にも応募チラシを備えつけております。

  応募内容

次の内容を明記のうえ、ご応募ください。

①住所　②お名前　③電話番号

④性別　⑤年齢　⑥思い出の場所

⑦場所にまつわるエピソード

  締め切り   ８月10日㈪必着

詳しくは番組HPをご覧ください。

産 業 課 写真提供：ＮＨＫ

ＮＨＫ-ＢＳ プレミアム

にっぽん縦断 こころ旅



現行
・市区町村民税非課税世

帯の方が対象

要件の追加
・世帯が違っていても配

偶者が市区町村民税を
課税されている場合は
対象外。

〈食費・部屋代の負担軽減　対象者の判定の流れ〉

〈 所 得 要 件 〉

〈 資 産 要 件（ 新 ）〉
預貯金等が一定額以下

住民税
課税

一定額を超える
預貯金等あり

一定額を超える
預貯金等なし

住民税
非課税

対　象　外 対　象　外

配偶者がいる方は
　　　合計2,000万円、

配偶者がいない方は
　　　　　1,000万円

食費・部屋代の
負担軽減の対象

預貯金等に含まれるもの
（資産性があり、換金性が高く、
価格評価が容易なものが対象）

確認方法
（価格評価を確認できる書類の入手
が容易なものは添付を求めます）

預貯金（普通・定期）

投資信託

タンス預金（現金）

通帳の写し（インターネットバンク
であれば口座残高ページの写し）

証券会社や銀行の口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）

購入先の口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）

銀行、信託銀行、証券会社等の口座残高
の写し（ウェブサイトの写しも可）

自己申告

有価証券（株式・国債・地方債・社債など）

負債（借入金・住宅ロー
ンなど）は、預貯金等か
ら差し引いて計算します。

（借用証書などで確認）
また、価格評価は、申請
日の直近 2 カ月以内の
写し等により行います。

※預貯金等に含まれない
もの

・ 生命保険、自動車、
腕時計、宝石など時価
評価額の把握が難しい
貴金属など

・ 絵画、骨董品、家財
など

金・銀（積立購入を含む）など、購入先の口座残高
によって時価評価額が容易に把握できる貴金属

　○　介護保険３施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）やショート
ステイを利用する方の食費・部屋代については、ご本人による負担が原則ですが、低所得の
方については、食費・部屋代の負担軽減を行っています。

　○　在宅で暮らす方や保険料を負担する方との公平性を更に高めるため、食費・部屋代について
は、一定額以上の預貯金等の資産をお持ちの方等にはご自身でご負担いただくよう、基準の
見直しを行います。

　どんな改正が行われるのですか？

　これまでは、負担軽減の申請をいただいた後、本人及び同一世帯の方の前年の所得を基に対
象となるか判断していましたが、平成27年８月からは、以下の取扱いを追加します。

①配偶者が市区町村民税を課税されているかどうかを確認し、課税されている場合には負担軽
減の対象外とする（世帯が同じかどうかは問わない）。

②預貯金等の金額を確認し、次の基準額を超える場合には負担軽減の対象外とする。
　　配 偶 者 が い る 方：合計2,000万円
　　配偶者がいない方：　　1,000万円

　なお、①または②に該当して負担軽減の対象外となった方でも、その後該当しなくなった
場合には、その時点から申請すれば負担軽減の対象となります。

※預貯金等の額の基準は、入居期間が比較的長い特別養護老人ホームの入居期間の実態や施設入所に

かかる費用等を考慮して設定しています。

　「預貯金等」にはどのようなものが含まれますか。また、どのように確認するのでしょうか。

　以下の表のとおりです。

�

�

�

�

介護保険制度改正のお知らせ

食費・部屋代の負担軽減の基準が変わります

平成27年8月から

16



（参考） 利用者負担段階と負担限度額

対　象　者

多床室

多床室

従来型個室

ユニット型準個室
ユニット型個室

ユニット型準個室
ユニット型個室

（特養等）
（老健・療養等）

従来型個室
（特養等）
（老健・療養等）

多床室

ユニット型準個室
ユニット型個室

従来型個室

負担限度額なし

（特養等）
（老健・療養等）

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

負担限度額（日額）

食 費部　代　屋

利用者
負担段階

0円
320円
490円
490円
820円
370円
420円
490円
490円
820円
370円
820円

1,310円
1,310円
1,310円

300円

390円

650円

・世帯の全員が市区町村民税を課税されてい
ない方で合計所得金額と公的年金等収入額
の合計が年間80万円以下の方

・世帯の全員が市区町村民税を課税されてい

ない方で上記第２段階以外の方

・上記以外の方

・世帯の全員が市区町村民税を課税されてい
ない方で老齢福祉年金を受給されている方

・生活保護等を受給されている方

　預貯金等及び配偶者の所得については、市区町村の窓口への申告が必要になります。

　市区町村は必要に応じて銀行等に口座情報の照会を行います。また、不正に負担軽減を受

けた場合には、それまでに受けた負担軽減額に加え最大２倍の加算金（負担軽減額と併せ最

大３倍の額）の納付を求めることがあります。

　なぜ配偶者の所得を勘案するのですか？

配偶者間では、民法上も、他のご親族以上に家計を支え合うことが求められていることから、

配偶者の方が市区町村民税を課税されている場合には、食費・部屋代をご負担いただくこと

としています。

　判定方法の見直しにより、食費・部屋代を負担すると生活が非常に苦しくなるのですが…

次の要件の全てに該当する第４段階の方は、市区町村に申請することで、第３段階（以下の

表を参照）の負担軽減を受けることができます。

・２人以上の世帯の方

・世帯の年間収入から施設の利用者負担（介護サービスの利用者負担、食費・部屋代）の見

込額を除いた額が80万円以下

・世帯の現金、預貯金等の額が合計450万円以下 等

�

�

�

�

　徳島県後期高齢者医療広域連合では、現在処方されている新薬をジェネリック医薬品に切り
換えた場合に、自己負担額がどれくらい軽減できるのか、その一例をお知らせする通知を平成
27年９月下旬に送付します。
　通知の対象者は、本年５月に医療機関で新薬を処方され、ジェネリック医薬品に切り換えた
場合に自己負担額が大きく軽減される方です。
　なお、すべてのお薬にジェネリック医薬品があるとは限りませんので、利用を希望される場
合は、医師や薬剤師にご相談ください。

  お問い合わせ 　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課

　　　　　　　　☎088−677−3666

ジェネリック医薬品による自己負担額軽減の
お知らせを発送します

　ジェネリック医薬品とは、新薬の特許が切れた後に、同じ有効成分を使って

作られ、新薬と同等の効果、効能を厚生労働省から承認されている医薬品です。

�

�

17
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

建設課　☎46ー0111（代表）

次
の
と
お
り
町
営
住
宅
等
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居

資
格
等
を
ご
確
認
の
う
え
申
込

を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
入
居
に
あ
た
っ
て
は

地
域
の
自
治
組
織
に
加
入
出
来

る
方
に
限
り
ま
す
。

①
旭
住
宅
Ａ-

１

住

所

大
字
旭
字
中
村

一
〇
四
番
地
一

駐
車
場

１
台
含
む

構

造

鉄
筋
平
屋
建
て

︵
２
Ｋ
︶

家

賃

一
三
、二
〇
〇
円

︵
共
益
費
込
︶

②
旭
住
宅
Ｂ-

４

住

所

大
字
旭
字
中
村

一
〇
四
番
地
一

駐
車
場

一
台
含
む

構

造

鉄
筋
平
屋
建
て

︵
１
Ｋ
︶

家

賃

七
、二
〇
〇
円

︵
共
益
費
込
︶

＊
風
呂
共
同

①
正
木
住
宅
３
０
６

住

所

大
字
正
木
字
西
浦

四
九
番
地
四

駐
車
場

一
台
含
む

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
三
階
建

︵
３
Ｄ
Ｋ
︶

家

賃

三
五
、五
〇
〇
円

︵
共
益
費
込
み
︶

②
傍
示
複
合
住
宅
２
０
２

住

所

大
字
傍
示
字
下
地

六
九
番
地

駐
車
場

一
台
含
む

一
台
追
加

二
、〇
〇
〇
円

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
三
階
建

︵
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶

家

賃

三
六
、五
〇
〇
円

︵
共
益
費
込
み
︶

単
身
用 

〜
町
単
独
住
宅
〜

世
帯
用 

〜
町
単
独
住
宅
〜

（Ａ−１）

旭 住 宅

旭 住 宅
（Ｂ−４）

正木住宅 （306号室）傍示複合住宅 （202号室）
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問い合わせ先　上勝町役場

③
傍
示
複
合
住
宅
３
０
８

住

所

大
字
傍
示
字
下
地

六
九
番
地

駐
車
場

一
台
含
む

一
台
追
加

二
、〇
〇
〇
円

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
三
階
建

︵
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶

家

賃

三
七
、五
〇
〇
円

︵
共
益
費
込
み
︶

④
喰
田
住
宅
１
０
１

住

所

大
字
福
原
字
栩
ヶ

谷
七
七
番
地
一

駐
車
場

一
台
含
む

構

造

木
造
長
屋
住
宅

︵
二
階
建 

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶

家

賃

三
五
、〇
〇
〇
円

︵
共
益
費

五
、〇
〇
〇
円
別
途
︶

⑤
田
野
々
住
宅
Ｆ-

５

住

所

大
字
旭
字
中
村
九

番
地

駐
車
場

一
台
含
む

一
台
追
加

二
、〇
〇
〇
円

構

造

木
造
二
階
建

︵
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶

家

賃

三
五
、〇
〇
〇
円

︵
共
益
費

五
、〇
〇
〇
円
別
途
︶

   

入
居
申
込
が
で
き
る
資
格

（一）
町
内
の
各
産
業
に
就
労
す
る

後
継
者
及
び
指
導
者
又
は
、

町
外
か
ら
転
入
し
町
内
の
各

産
業
に
就
労
す
る
後
継
者
、

指
導
者
で
あ
る
こ
と
。

（二）
世
帯
部
屋
は
同
居
す
る
親
族

︵
内
縁
関
係
に
あ
る
方
及
び

婚
約
者
を
含
む
︶
が
い
る
こ

と
。

（三）
町
に
定
住
し
、
地
域
発
展
に

貢
献
で
き
る
若
い
者
で
あ
る

こ
と
。

（四）
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。

（五）
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

（六）
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
国
税
、
地
方
税
の
滞
納

を
し
て
い
な
い
こ
と
。

（七）
原
則
と
し
て
、
地
域
の
自
治

組
織
に
加
入
参
画
す
る
こ
と
。

    

申
込
方
法

役
場
建
設
課
又
は
支
所
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る

親
族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
及

び
連
帯
保
証
人
︵
一
名
︶
の
所

得
証
明
書
︵
平
成
二
十
七
年
度
︶、

納
税
証
明
書
︵
平
成
二
十
六
年

度
︶
と
合
わ
せ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
連
帯
保
証
人
の
１
名

は
保
証
能
力
が
あ
り
、
か
つ
国

税
・
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
方

を
選
任
し
て
く
だ
さ
い
。

    

選
考
方
法

受
付
期
限
ま
で
に
複
数
の
申

込
が
あ
っ
た
場
合
は
、
上
勝
単

独
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
、
同
施
行
規
則
に
よ

り
入
居
者
を
選
考
し
ま
す
。

傍示複合住宅 （308号室）

（101号室）

喰田町単独住宅

（Ｆ−５）
田野々住宅

1F 2F

1F

2F

浴室

洗面
押入

物入

台所

食堂

バルコニー

玄関

洋室（1）

洋室（2）

洋室（3）

浴室

洋室

洋室

キッチン

駐車場

ホール

LDK

庭

便所

玄関 収納
収納

収納収納

世帯用
１階平面図

世帯用
２階平面図

収納

収納

寝室

居間

子供室1 子供室2

玄関

台所居間・食堂

洗面・脱衣
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問い合わせ先　上勝町役場　建設課　☎ 46ー 0111（代表）

①
福
川
住
宅
Ｄ-

１

住

所

大
字
正
木
字
前
田

三
六
番
地
一

駐
車
場

二
台
含
む

構

造

木
造
平
屋
建

︵
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶

家

賃

二
〇
、〇
〇
〇
円
〜

四
〇
、〇
〇
〇
円
位

／

月︵
共
益
費
無
し
︶

②
喰
田
住
宅
１-

１

住

所

大
字
福
原
字
栩
ヶ

谷
八
一
番
地

駐
車
場

二
台
含
む

構

造

木
造
２
階
建

︵
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶

家

賃

二
〇
、〇
〇
〇
円
〜

四
〇
、〇
〇
〇
円
位

／

月︵
共
益
費
無
し
︶

   

入
居
申
込
が
で
き
る
資
格

（一）
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（二）
同
居
す
る
親
族
︵
内
縁
関
係

に
あ
る
方
及
び
婚
約
者
を
含

む
︶
が
い
る
こ
と
。

（三）
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

収
入
基
準

所
得
月
額
が
一
五
八
、
〇

〇
〇
円
以
下
で
あ
る
こ
と

︵
高
齢
者
世
帯
、障
が
い
者
世

帯
及
び
子
育
て
世
帯
は
二
一

四
、〇
〇
〇
円
︶

所
得
月
額
と
は
、
本
人
及

び
同
居
者
の
合
計
所
得
金
額

︵
経
費
控
除
後
の
金
額
︶
か

ら
諸
控
除
額
︵
同
居
親
族
控

除
、
障
が
い
者
控
除
等
︶
を

差
し
引
い
て
十
二
ヶ
月
で
割

っ
た
金
額
。

（四）
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。

（五）
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

（六）
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
国
税
、
地
方
税
の
滞
納

を
し
て
い
な
い
こ
と
。

（七）
原
則
と
し
て
、
地
域
の
自
治

組
織
に
加
入
す
る
こ
と
。

    

申
込
方
法

役
場
建
設
課
又
は
支
所
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
入
居
を
希

望
さ
れ
る
親
族
で
収
入
の
あ
る

方
全
員
及
び
連
帯
保
証
人
︵
二

名
︶
の
所
得
証
明
書
︵
平
成
二

十
七
年
度
︶、
納
税
証
明
書
︵
平

成
二
十
六
年
度
︶
と
合
わ
せ
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
連
帯
保
証
人
の
二
名

は
保
証
能
力
が
あ
り
、
か
つ
国

税
・
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
方

を
選
任
し
て
く
だ
さ
い
。

    

選
考
方
法

受
付
期
限
ま
で
に
複
数
の
申

込
が
あ
っ
た
場
合
は
、
上
勝
町

営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
、
同
施
行
規
則
に
よ

り
入
居
者
を
選
考
し
ま
す
。

  

全
戸
共
通

    

入
居
申
込
受
付
期
限

八
月
三
日
㈪
〜
八
月
二
十
日

㈭
十
七
時
ま
で
︵
受
付
期
限
ま

で
に
申
込
み
が
な
か
っ
た
場
合

は
随
時
受
付
︶

    

注
意
事
項

①
町
営
住
宅
で
は
犬
猫
等
の
ペ

ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
お

り
ま
す
。

②
入
居
の
際
に
は
、
敷
金
︵
家

賃
＋
共
益
費
の
三
ヶ
月
分
︶
と
、

情
報
通
信
機
器
リ
ー
ス
料
︵
テ

レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︶︵
希

望
者
の
み
︶
が
必
要
で
す
。

③
そ
の
他
、
必
要
な
設
備
に
つ

い
て
は
各
戸
で
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

世
帯
用 

〜
公
営
住
宅
〜

福川住宅 （Ｄ−１）

（１−１）

喰田町営住宅

1F 2F

和室 6帖

寝室 7.5帖

押入

押入

厨房

玄関

便所

浴室

押入テラス

洋服入

ホール

更衣室

居間 6帖

和室 6帖
下
駄
箱
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町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

串
焼
の
鮎
の
雫
や
舌
ず
つ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
千
　
恵

解
禁
日
主
婦
も
鮎
釣
る
支
流
か
な
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

解
禁
の
あ
ゆ
よ
り
多
し
さ
お
の
列
　
　
　
　
　
　
詩
　
江

蛍
舞
う
夜
の
ス
テ
ー
ジ
ワ
ン
ダ
フ
ル
　
　
　
　
　
恵
美
子

小
鮎
で
も
大
漁
か
な
わ
ぬ
味
覚
あ
り
　
　
　
　
　
　
妙

夏
の
風
邪
ね
て
も
お
き
て
も
ま
ま
な
ら
ぬ
　
　
　
美
代
子

う
た
た
ね
を
し
て
夏
風
邪
に
か
か
り
お
り
　
　
　
ヤ
ス
ヱ

加
茂
川
の
床
で
あ
じ
わ
う
夏
料
理
　
　
　
　
　
　
善
　
男

夏
料
理
見
た
目
も
色
も
取
り
合
わ
せ
　
　
　
　
　
恭
　
子

大
皿
を
囲
み
て
夏
の
料
理
か
な
　
　
　
　
　
　
　
米
　
子

山
す
べ
て
静
ま
る
午
後
や
半
夏
生
　
　
　
　
　
　
周
　
泉

俳 
句

短 

歌

カ
ラ
ス
鳴
く
声
に
も
神
経
ピ
リ
ピ
リ
と
黄
色
い
子
猫
さ
ら
わ
れ
し
か
と
　
　
　
　
節
　
子

生
く
る
こ
と
へ
望
を
つ
な
ぐ
七
夕
の
星
の
ロ
マ
ン
に
未
来
を
馳
せ
し
　
　
　
　
　
米
　
子

朝
ま
だ
き
山
路
を
行
け
ば
ひ
そ
や
か
に
紅
色
可
憐
ね
む
の
花
咲
く
　
　
　
　
　
　
三
　

老
い
先
に
つ
ぎ
つ
ぎ
故
障
必
需
品
と
ま
ど
い
あ
れ
ど
明
日
に
も
も
と
め
む
　
　
　
茂
　
美

突
然
に
体
調
く
ず
し
臥
す
我
を
癒
し
く
る
る
は
野
鳥
の
声
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
子

パ
ソ
コ
ン
に
注
文
出
れ
ば
家
中
に
油
断
す
る
な
と
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
　
　
　
　
　
た
み
江

嫁
の
手
を
借
り
じ
や
が
薯
と
玉
葱
を
急
き
つ
つ
掘
り
ぬ
梅
雨
の
晴
間
を
　
　
　
　
あ
や
子

梅
雨
時
の
置
い
て
け
ぼ
り
の
あ
じ
さ
い
は
誰
か
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
咲
く
　
　
秀
　
策

小
三
の
孫
に
教
わ
る
手
巻
ず
し
具
も
た
く
さ
ん
に
や
さ
し
さ
こ
ぼ
す
　
　
　
　
　
恵
美
子

壮観、灌頂ヶ滝の様子

小学生もお茶摘み体験をしました

緑豊かな山犬嶽の様子
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平成27.７.１現在

戸籍の窓口

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み

か
つ

発
信

8
平

成
2
7
年

８
月

１
日

発
行
（

毎
月

１
回

発
行

）
№

5
3
3

印
刷

・
鳥

海
印

刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

インターネット及びCATV・I P電話サービスの

入会・お問い合せ窓口
インターネット及びCATV・I P電話サービスの

入会・お問い合せ窓口

故障かな？と思ったら下記までお問い合せください。

NTTビジネスソリューションズ株式会社 四国支店 地域情報センタ

0120－960－138　ＩＰ 050－3438－9877
受付時間　９時～17時（平日）

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

６月の視察来町者数平成27年

件　　　　　　  名1 5 1 6 0

前月比

人 口
男
女

世帯数

1,707人（△２）
812人（　０）
895人（△２）
832戸（　１）

高齢化率　51.73％

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

556人（　0）
296人（△2）
242人（　1）
280人（△1）
333人（　0）

255戸（　2）
139戸（　0）
124戸（　0）
138戸（△1）
176戸（　0）

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

日　　時 救急病院名

８月１日㈯

８月３日㈪

８月５日㈬

８月７日㈮

８月９日㈰

８月11日㈫

８月13日㈭

８月15日㈯

８月17日㈪

８月19日㈬

８月21日㈮

８月23日㈰

８月25日㈫

８月27日㈭

８月29日㈯

８月31日㈪

９月２日㈬

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

つつしんでご冥福をお祈りします

清原シゲコ さん 103歳 （生実）

大栗ミチ子 さん 93歳 （傍示）

小松島警察署福原駐在所だより

ありがとうございました

（敬称略）彩保育園

（敬称略）上勝小学校・中学校

品　　名 住所 氏名・団体

野 菜

花 苗

お 菓 子

　 竹 　

あ じ さ い

飲料・プリン

お 菓 子

正 木

正 木

正 木

正 木

正 木

傍 示

勝浦町

酒 井 　 彩

大　西　奈央美

スペンサーベッツ

亦 川 信 二

正木ダム管理事務所

高鉾建設 山下俊洋

山 西 一 恵

品　　名 住所 氏名・団体

飲 料 傍 示 高鉾建設 山下俊洋

●水難事故の防止
　遊泳禁止河川での水遊び禁止。鮎釣りは救命胴衣を着

用しましょう。

●夏山登山の避難防止（登山計画書の提出を）
　気象情報の確認。携帯電話の予備電池準備。天候の急

変に注意。早めの下山決断を。

●車上ねらい防止方策（鮎釣り時にご注意）
　車内の座席の上に、ハンドバックや財布等の物品を置

いたまま車両から離れない。

●交通安全
　飲酒運転厳禁。トンネル内は必ずライト点灯を。シー

トベルトの全席着用と居眠り運転予防を。安全速度でカー

ブのスリップ事故の防止を。

　夏は水を使う機会が多いうえに、暑さで汗をかきやすく

なるため感電事故が多く発生しています。ぬれた手でプラ

グやスイッチをさわると感電するおそれがあります。

　電気製品を扱う時は、忙しい時でも、手をよくふいてか

ら取り扱う習慣をつけましょう。

　電気安全のご相談は、お気軽に下記まで ご連絡ください。

徳島支部（徳島南事業所）

☎（0884）22−8177

人権擁護委員の委嘱について

平成27年７月１日付けで、法務大臣から次の方が委嘱されました。

桂  　　洋　志 氏

任期  平成27年７月１日から平成30年６月30日まで

住 民 課

小松島警察署福原駐在所　☎ 46 − 0024


